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そこで本稿では、現代アートの拠点として発足した 3331 Arts Chiyoda（アーツ千代田 3331）
における祭礼展示を通して地域連携を目指している実践事例を取り上げ、東京中心部における現
代アート施設が地域に果たす役割や可能性について考察していきたい。
1 3331 Arts Chiyoda の取り組み
3331 Arts Chiyoda は平成 22 年（2010 年）6 月にオープンした施設で、平成 17 年（2005 年）3
月に閉校となった練成中学校の校舎・敷地を再活用したものである。練成中学校は昭和 23 年
（1948 年）2 月に開校した千代田区立の中学校で、かつては越境通学者の多い進学校だったようだ
が、少子化の影響を考慮した千代田区の方針により、平成 17 年 3 月に今川中学校とともに閉校と
なって、一橋中学校に吸収合併されるかたちとなった（このとき神田一橋中学校に校名を変更し
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に設立されたもので、以後はコマンドＡ社が 3331 Arts Chiyoda のマネージメントを行うことと
なった3。
地域に開かれた新しい文化芸術活動の発信拠点を目指して開設された 3331 Arts Chiyoda は、




た、コマンドＡ社が中心となって行う 1 階のメインギャラリーと 3331 ギャラリーも、現代アート
の展示会を中心に行われている。
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表 1 3331 Arts Chiyoda の施設概要
階 主 な 施 設 概 要

































その点でいえば、平成 31 年（2019 年）4 月 27 日から 5 月 19 日までの予定で開催した「シド・
ミード展 PROGRESSIONS TYO 2019」は、YAMATO2520 や∀ガンダムなどで知られるアメリ
カの工業デザイナー、シド・ミードの活動歴のなかから 150 点を展示する原画展で、日本での個
展は 34 年ぶり 3 回目、今世紀では初の開催となることもあって、アニメファンを中心に多くの来
場者があり、急遽 6 月 2 日まで会期を延長し、来場者数は最終的に 32,000 人余に達したことは大
きな成果といえよう。隣接する秋葉原の地は現在、「アニメ・オタク文化の聖地」として東京屈指











メインギャラリー 期間ごとに展覧会を行う 3331 のメインギャラリー。

















神田という地域的特性や、地元住民へのアプローチという点では、1 階カフェ COPAINS de 3331






3331 Arts Chiyoda としては、まず地元の外神田地域から地元の住民や商店・企業との連携を図り、
地元に愛される施設、地元民が気軽に利用できる施設を模索するのが急務であった。
そもそも施設名称の一部に用いられている「3331」とは、神田・日本橋地域を中心に受け継が
れてきた「江戸一本締め」における手拍子の音を表している。これには 3 回の手拍子を 3 回繰り
返すことで「九」＝「苦」となるが、最後の 1 回で「九」の字に一画を足して「苦」を払い、「丸」
になるという意が込められている。「3･3･3･1」と手拍子をすることで地域の人々が「丸」く笑顔
でつながるという精神を表し、3331 Arts Chiyoda が江戸期から受け継がれてきているこの手拍
子の仕組みのように、伝統文化と現代芸術文化の出会う場所となり、区民と街が共に育つための
アートセンターを目指すのだというコンセプトを反映したものなのである。このように考える
と、3331 Arts Chiyoda はその施設名に地域とともに歩む姿勢が明確に表されており、上記の課題
を果たすことは、当初からの使命であると解釈できよう。













将軍上覧の嚆矢は山王祭が 3 代将軍家光の寛永 12 年（1635 年）、神田祭は 5 代将軍綱吉の元禄
元年（1688 年）で、延宝 9 年（1681 年）に両祭礼は隔年交代で行うものと定められ、以後山王祭
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は子・寅・辰・午・申・戌年の 6 月 15 日、神田祭は丑・卯・巳・未・酉・亥の 9 月 15 日に行わ
れてきた。明治維新後は上覧がなくなり、氏子町域や巡行路の変更がたびたびあったが、戦後は
神田祭が 5 月中旬に、山王祭は 6 月中旬に行われ、現在でも行列の巡行は隔年交代となっている。
両祭礼は江戸時代、神社の出す神輿の他に、氏子町から出される山車と附祭があって、神田祭




























祭礼番附や文献資料とともに紹介してきている。また、平成 15 年（2003 年）に江戸開府 400 年を
記念して、丸ビルを会場として各地に現存する江戸型山車を一同に展示して以降、山車に関する
関心が高まり、以後の祭礼において一部の山車の“里帰り”を実現させている。
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一方、附祭については、両祭礼ともに明治維新以降行われなくなったが、近年木下直之氏を中
心に、文化資源学会が神田祭附祭復元プロジェクトを立ち上げ、平成 19 年（2007 年）に「大江山
凱陣」の練り物、同 21 年に唐子や仮装人物、烏天狗と白象の造り物を出している8。その後も同
25 年に神田神社によって新たに製作された「花咲爺さん」をテーマにした山車を守り立てる行列











3331 Arts Chiyoda の祭礼展示は、当初木下直之氏の神田祭附祭復元プロジェクトと連携する
かたちで始動した。平成 25 年（2013 年）に実施された「祭礼図巻にみる江戸の粋」展（表 2 にお
ける展示会 1、以下展示会は同表の番号のみを表記する）は同年が神田祭の年であることから、神
田神社所蔵の千代田区指定有形文化財（絵画）「神田明神祭礼図巻」の 3 巻全長 49.8m を複製実
寸で全て展示するのを目玉とした。千代田区指定有形民俗文化財の山車人形「熊坂」、昭和 27 年・
33 年（1952 年・1958 年）の神田祭の映像や、外神田連合各町半纏、そして東日本大震災の影響で
中止となった 2 年前の神田祭で披露されるはずだった五軒町町会が新調した子ども神輿のほか、
子ども山車、五軒町町会の神輿を展示するといった内容だった。この展示によって区内の文化財










3331 Arts Chiyoda が外神田に位置していることを考えれば、中央区の日本橋地域へのアプロー
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表 2 3331 Arts Chiyoda における祭礼展示
番号 開催年度 開催期間 展示タイトル 監修者
1 平成25(2103)年度 4 月 27 日(土)～5 月 19 日(日) 祭礼図巻にみる江戸の粋 木下直之(東京大学教授)





3 平成27(2105)年度 4 月 27 日(土)～5 月 19 日(日)
神田祭―江戸・東京のひとと
まち 木下直之（東京大学教授）
4 平成28(2106)年度 5 月 26 日(木)～6 月 12 日(日)
山王祭のいま・みらい～まち
が支える江戸の粋～ 滝口正哉
5 平成29(2107)年度 4 月 30 日(日)～5 月 14 日(日) 橋を渡る～東京から江戸へ～
木下直之（東京大学教
授）・滝口正哉





7 令和元(2109)年度 4 月 27 日(土)～5 月 12 日(日)
神田祭の元年～変幻自在の江
戸の華～ 滝口正哉
以上のとおり、展示会 1・2 の 2 回の展示は一定の成果を収めたが、いくつかの課題も浮き彫り
となった。まず、氏子地域の人々は、祭礼の少し前から準備に忙しく、当日は祭礼に参加して多




をしばしば口にしていたこともあって、大いに喜ばれた。こうして 3331 Arts Chiyoda 側が積極
的に氏子町という地域に入っていくことによって、展示についても「ともに作り上げる」という
意識が徐々に氏子町の人々の間に広がっていったことは大きな手応えとなっていった。
以後 3331 Arts Chiyoda における祭礼展示は、神田祭・山王祭に時期を合わせて毎年行うこと
となり、表 2 のようにこれまで合計 7 回にわたり、関連するテーマを設けて開催してきた。平成
27 年の展示会 3 では木下氏監修で現代の町内における祭の拠点である御仮屋・神酒所を展示室内
に再現したのが目玉で、同 28 年の展示会 4 では筆者監修で銀座親和会寄贈（日枝神社所蔵）の獅








（昭和初期制作）を 3331 Arts Chiyoda が受贈し、これを改めて組み立てて展示の目玉としたほか、
氏子町に現存する商店として、麹町三丁目の垣見油化株式会社の変遷について関連資料を展示す




















は、3331 Arts Chiyoda があえて氏子町とは直接関係のない外神田の地にあることによって、分散
し相互の交流の少ない氏子町の人々を同所の展示で一定の理解を得てひとつにまとめる役割を果
たしていることの意義は大きい。















本稿では 3331 Arts Chiyoda が毎年行っている祭礼をテーマとした地域連携型展示について、
筆者が監修という立場で関わってきたことをもとに、その到達点や課題点について述べてきた。
現代アートという比較的独創的で意図するものが掴みづらく、難解なイメージに捉えられること




棲み分けが必要であることは明らかだった。しかし、3331 Arts Chiyoda では地域資料を収蔵し
ていないからこそ多彩な活動ができ、祭礼をテーマとした展示においても、千代田区という自治
体の枠を超える活動もある程度可能となった。この点では実際に日本橋や京橋地域を抱える中央
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区の住民や企業の協力を得ることができ、その関係性は定着してきていると評価できる。また、






















が必要不可欠なのであり、その意味で、3331 Arts Chiyoda は従来の地域博物館のなしえなかった
部分に活路を見いだせるものと期待できるのではないだろうか。
注





た学芸業務全般に関わってきたため、本稿では自らの経験をふまえて 3331 Arts Chiyoda の活動に協力
した実践的な内容が主体となっている。
2 これは本稿で取り上げた 3331 Arts Chiyoda の主な客層が筆者の所属していた館とは明らかに異なっ





3 中村氏は出身地の秋田県大館市で立ち上げたアートプロジェクト「ゼロタテ」を平成 18 年（2006 年）
より始めており、「美術と社会」「美術と教育」をテーマに地域創生に取り組んでいる。中村政人『コミュ
ニティ・アートプロジェクト ゼロダテ―絶望をエネルギーに変え、街を再生する』（アート NPO ゼロ
ダテ、2013 年）にはその活動成果が、中村政人編『新しいページを開け！ 2,000 人を越えるアーティス


















9 岡田氏はジャズ・ベーシストの故レイ・ブラウン氏の CD ジャケットや、直木賞作家の山本一力氏の『ま
とい大名』の表紙を手掛けているほか、個展をたびたび開催している。
10 この幕は河鍋暁斎の死去直前の作で、蘭陵王を描いたものである。そして幕の裏側には漢学者杉山鶏
児によって、明治 22 年（1889 年）2 月 11 日の大日本帝国憲法（明治憲法）発布の式典に際し祝意を表
するため、地元麹町四丁目（現千代田区麹町三丁目）の人々の依頼によって制作されたことが記されて
いる。なお、幕は筆者が地元町会へ働きかけを行い、千代田区教育委員会に寄託（のちに寄贈）される







12 拙稿「神田祭と江戸町人文化―祭礼に関わる人々―」（『神田明神論集 1』神田神社、2017 年）。
（本学非常勤講師）
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